
　　　第90巻　第3号　史学・地理学・考古学

　論　　　説

14世紀ヴィスコンティ国家下ベルガモにおける
　　代官と代官区一……………・…………・一…・……………・…佐　藤　公　美　（1）

近世ティロールの「地域」・「境界」認識と領邦誌一佐久間　大　介　（35）

　特別寄稿

幡枝窯跡の瓦…一…………・一・……一・一・………一…一・……佐　原　　　真　（64）

　研究動向

荘園制の二冊をめぐって・・………………一一…………・……佐　藤　泰　弘　（101）

　　一日本中世荘園史研究の一側面一

　書　　評

宮紀子著『モンゴル時代の出版文化』一・一…・……・…・………櫻　井　智　美　（116）

Christopher　Kelly，　Ruling　the　Later　Roman　Empire…………・一一南　　雲　　泰　　輔　　（126）

史　学研　究　会
　　　京都大学文学部内

○
〇
七
年
四
月
二
五
日
　
印
刷

○
〇
七
年
五
月
一
日
　
発
行



　
　
受
　
贈
　
誌

　
　
　
　
　
　
　
（
二
〇
〇
七
年
二
月
二
八
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇
〇
七
年
三
月
一
九
日
）

史
　
と
美
術
（
史
　
美
術
同
孜
会
）
七
七
二

日
本
民
俗
学
（
日
本
民
俗
学
会
）
二
四
九

聖
楽
史
苑
（
奈
良
女
子
大
学
史
学
会
）
五
二

国
立
情
報
学
研
究
所
ニ
ュ
ー
ス
（
国
立
情
報
学
研

　
究
所
）
三
四

経
済
論
叢
（
京
都
大
学
経
済
学
会
）
一
七
七
－
四

　
～
五
・
六

立
命
館
法
學
（
立
命
館
大
学
法
学
会
）
三
〇
九

神
道
宗
教
（
神
道
宗
教
学
会
）
二
〇
三

ア
ジ
ア
研
究
所
紀
要
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
三
三

国
際
文
化
研
究
所
紀
要
（
横
浜
市
立
大
学
大
学
院

　
国
際
文
化
研
究
科
）
一
〇
～
一
三

〇
国
即
○
客
○
ω
ク
ロ
ノ
ス
（
京
都
橘
女
子
大
学
女

　
性
歴
史
文
化
研
究
所
）
二
六

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
～
六
－
二

国
家
學
會
雑
誌
（
国
家
学
会
事
務
所
）
＝
～
O
I

　
一
・
二

岐
阜
経
済
大
学
論
集
（
岐
阜
経
済
大
学
学
会
）
四

　
〇
1
一

鹿
児
島
経
済
論
集
（
鹿
児
島
国
際
大
学
経
済
学
部

　
学
A
瓜
）
四
⊥
バ
ー
m
閣

史
淵
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
）
一

　
四
四

桃
山
歴
史
・
地
理
（
京
都
教
育
大
学
史
学
会
）
四
一

愛
知
大
学
文
学
論
叢
（
愛
知
大
学
文
学
会
）
一
三

　
五
東
方
學
（
東
方
學
會
）
一
一
三

栃
木
史
学
（
國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
聖
史
学

　
会
）
二
一

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
（
広
島
大
学

　
大
…
字
院
文
学
研
究
科
）
山
守
轟
ハ
、
⊥
ハ
⊥
歯
槽
符
甜
輯
面
万
一
、

　
二
斯
道
文
庫
論
集
（
斯
道
文
庫
）
四
～

歴
史
（
東
北
史
学
会
）
一
〇
七

関
西
学
院
史
学
（
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）
三
四

　
　
『
史
林
輪
投
稿
規
定

◇
資
格
　
本
会
会
員
で
あ
る
こ
と
。

◇
投
稿
受
付
原
稿
の
種
類
、
長
さ

　
○
論
説
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
○
研
究
ノ
ー
ト
　
四
〇
〇
字
詰
五
〇
枚
以
内

　
○
研
究
動
向
　
四
〇
〇
字
詰
八
○
枚
以
内

　
0
書
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
論
文
評
　
四
〇
〇
字
詰
二
〇
枚
以
内

　
○
紹
介
　
四
〇
〇
字
詰
三
枚
程
度

◇
論
説
に
は
「
要
約
」
（
四
〇
〇
字
以
内
）
を
添

　
付
の
こ
と
。

◇
論
説
お
よ
び
研
究
ノ
ー
ト
の
投
稿
者
は
、
掲
載

　
が
決
定
し
た
時
点
で
、
「
欧
文
要
約
」
（
六
〇
〇

　
～
八
○
○
語
程
度
）
の
打
ち
出
し
原
稿
と
電
子

　
デ
ー
タ
を
提
出
す
る
こ
と
。
な
お
、
英
文
要
約

　
に
限
り
、
翻
訳
に
よ
る
作
成
依
頼
に
も
旛
じ
る

　
が
、
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
す
る
。

◇
研
究
動
向
・
書
評
・
論
文
評
に
は
、
「
欧
文
タ

　
イ
ト
ル
」
の
み
添
付
の
こ
と
。

◇
注
は
各
章
末
に
入
れ
る
こ
と
。

◇
査
読
用
に
複
本
（
原
本
か
ら
コ
ピ
ー
し
た
も

　
の
）
一
部
を
添
付
す
る
こ
と
。

◇
電
子
デ
ー
タ
が
あ
る
場
合
に
は
、
下
記
「
補

　
足
」
の
く
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉
に
従
っ
て

　
添
付
す
る
こ
と
。

◇
図
表
が
必
要
な
場
合
は
、
下
記
「
補
足
」
の
く
図

　
版
作
成
要
領
〉
に
従
っ
て
作
成
、
添
付
す
る
こ

　
と
。

注
意
：
特
殊
な
図
表
を
掲
載
し
た
り
、
特
殊
活
字

を
用
い
る
場
合
に
は
、
そ
の
印
刷
経
費
の
～
部
を

負
担
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
送
り
先
：
史
林
編
集
委
員
会

135 （525）



　
〒
六
〇
六
人
五
2
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
　
　
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
内

　
　
『
史
林
』
投
稿
規
定
補
足

　
　
　
〈
電
子
デ
ー
タ
添
付
要
領
〉

・
電
子
デ
ー
タ
は
、
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ
ィ
ス
ク
・

O
U
肉
・
O
U
如
≦
・
ζ
○
の
い
ず
れ
か
で
提
出

す
る
こ
と
。

○
ω
（
芝
貯
恥
○
≦
。
。
、
鼠
p
o
等
）
を
明
示
す
る
こ
と
。

・
テ
キ
ス
ト
形
式
で
保
存
し
た
フ
ァ
イ
ル
を
提
出

す
る
こ
と
。
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
（
芝
o
a
、
～
太

郎
、
累
尻
霧
　
≦
国
魂
2
等
）
特
有
の
形
式
で
保
存

し
た
フ
ァ
イ
ル
に
は
対
応
で
き
な
い
。

・
ワ
ー
プ
ロ
専
用
機
の
場
合
、
機
種
を
明
記
す
る

こ
と
。
デ
ー
タ
は
U
O
ω
の
テ
キ
ス
ト
形
式
に
変

換
し
、
U
O
ω
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
フ
ロ
ッ
ピ
ー
デ

ィ
ス
ク
に
保
存
す
る
こ
と
。

　
　
　
〈
図
版
作
成
要
領
〉

・
図
は
ト
レ
ー
シ
ン
グ
ペ
ー
パ
ー
や
製
図
用
ケ
ン

ト
紙
な
ど
に
、
製
図
用
イ
ン
キ
で
明
瞭
に
描
く
こ

と
。
そ
の
際
、
線
の
太
さ
を
一
定
に
保
つ
た
め
、

製
図
用
ペ
ン
を
使
用
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

・
仕
上
寸
法
の
二
倍
（
面
積
な
ら
四
倍
）
程
度
で

製
図
し
、
希
望
縮
尺
率
を
明
記
す
る
こ
と
。

・
図
中
の
文
字
は
写
真
植
字
を
用
い
て
印
刷
す
る

の
で
、
鉛
筆
書
き
す
る
か
、
上
に
ト
レ
ー
シ
ン
グ

ペ
ー
パ
ー
を
重
ね
該
当
箇
所
に
文
字
の
み
を
書
き

入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
レ
タ
リ
ン

グ
や
ワ
ー
プ
ロ
文
字
を
原
図
に
貼
り
付
け
る
場
合

は
、
仕
上
段
階
の
鮮
明
度
を
配
慮
す
る
こ
と
。

・
写
真
図
版
は
原
版
が
十
分
に
鮮
明
で
、
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
が
明
瞭
な
も
の
を
選
ぶ
こ
と
。
仕
上
寸
法

の
一
～
二
倍
の
原
版
が
望
ま
し
く
、
希
望
縮
小
率

を
明
記
す
る
こ
と
。
な
お
、
巻
頭
に
ア
ー
ト
紙
で

印
刷
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
場
合
は
、
割
付
・
仕

上
等
は
編
集
委
員
会
で
調
整
す
る
。
そ
の
経
費
は

投
稿
者
負
担
と
な
る
こ
と
が
あ
る
。

・
表
は
仕
上
を
配
慮
し
て
、
文
宇
数
や
表
現
法
を

工
夫
す
る
こ
と
。
原
表
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合

は
、
そ
の
旨
を
明
記
し
、
図
版
に
準
じ
た
体
裁
を

整
え
る
こ
と
。

・
本
文
原
稿
中
に
図
表
の
割
付
箇
所
を
注
記
す
る

こ
と
。

　
注
意
：
図
表
に
不
備
が
あ
る
場
合
は
、
投
稿
者

に
修
正
を
依
頼
す
る
か
、
編
集
委
員
会
が
修
正
し

ま
す
（
経
費
は
投
稿
者
負
担
と
な
り
ま
す
）
。

　
　
編
集
後
記

　
史
林
九
〇
巻
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
先

日
、
文
学
部
東
館
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
研
究
室

の
引
越
し
が
行
わ
れ
、
長
年
慣
れ
親
し
ん
だ
部
麗

を
離
れ
る
一
抹
の
寂
し
さ
と
と
も
に
、
今
後
と
も

研
究
に
励
ん
で
い
く
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

さ
て
史
林
も
今
回
、
従
来
の
枠
に
収
ま
ら
な
い
タ

イ
プ
の
論
考
を
門
特
別
寄
稿
」
と
し
て
掲
載
す
る

と
い
う
、
ひ
と
つ
の
新
た
な
試
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
他
の
素
晴
ら
し
い
論
考
と
併
せ
て
楽
し
ん
で

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
　
　
　
　
　
（
田
）

舎
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
　
げ
陣
6
ミ
≦
墓
。
。
箋
き
一
唱
≧
【
＼
蕊
Φ
葺
昆

本
誌
に
は
独
立
行
政
法
人
日
本
学
術
振
興
会

平
成
一
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
研
究

成
果
公
開
促
進
費
）
が
交
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

訪
。
。
擁
姻
朋
二
言
翻
定
価
三
〇
〇
円

　
山
入
　
　
林
　
　
第
九
〇
巻
申
出
黒
口
写
（
通
巻
第
四
山
ハ
冨
冒
写
）

　
　
　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
部
内

　
　
　
　
　
コ
ビ
　
　
　
け

　
　
　
　
　
匿
A
蹄
（
〇
七
五
）
七
五
三
－
二
七
八
七

発
行
人
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
振
替
京
都
〇
一
週
置
〇
－
二
－
五
一
五
五
番

　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
金
　
田
　
章
　
裕

　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
市
南
区
上
鳥
羽
藁
打
二
九

印
刷
所
　
中
村
印
刷
株
式
会
社

136 （526）



THE　SHIRJN
or　the

JOURNAL　OF　HISTORY

Vol．　XC　No．　3 May　2007

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　CONTENTS

　Articles　：

SATo　Hitomi，　ll　vicario　e　il　vicariato　a　Bergamo

　　del　XIV　secolo　sotto　lo　stato　visconteo一・・一・・・・…一・・・・・…一・・一一・・一・一・…一・…一・・・・・・・・・・・・…一・　（　1　）

SAKuMA　Daisuke，　Die　Wahrnehmungen　der　“Region”　und　der　“Grenze”

　　bei　deutschsprachigen　Eliten　Tirols　im　17．　und　18．　Jahrhundert・・…一」・・・・…　（　35　）

　Special　Contribution　：

SAHARA　Makoto，　Ancient　Roof－tiles
　　　Recovered　from　the　Hataeda　一ln　in　Kyoto・・一・・・・・・・…一・・・・・・・・・・…一・・…一・・・・・・…一・…　（　64　）

　Academic　Trends　：

SATo　Yasuhiro，　Regarding　Two　Books　on　the　Shoen　System：

　　　An　Aspect　of　the　Recent　Studies　of　Medieval　Japanese　Shoen・・…一・一・・…一一・・　（101）

　Book　Reviews　：

MlyA　Noriko，　77te　Culture　ofPublishing　in’　the　Mongol　Period

　　　（SAKunv　Satomi）　一一・・一一・一・一一一…一一…一・・一・・…一一・一一…”一”m”…’”””’”””’””’m”’　（116）

Christopher　Kelly，　Ruling　the　Later　Roman　EmPire
　　　（NAGUMO　Taisulee）　・・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・…　一・i・・・・・・・…　一…　一一J・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　（126）

Miscellaneous　：

Pahlished

THE　SHIGAKU　KENKYUKAI
（The　Socierg　of　Historical　Research）

Kyoto　University，　Kyoto，Japan

ISSN　0386－9369


